
 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

横浜市内唯一の海水浴場である「海の公園海水浴場」が、７月 12日（土）から８月 31 日（日）

までオープンします。昨年は 16 万人の方にお越しいただきました。 

７月 12日（土）の海開きにあたり、海開き宣言等の海開き式を行います。 

式ではバトン演技、フラダンスのほか、ライフセーバーによる水難救助訓 

練、津波フラッグを使用した来園者参加型の津波避難訓練を行うとともに、 

日本ライフセービング協会協力のもと、ドローンを使用した避難広報も実施 

する予定です。 

今年の夏も、海の公園海水浴場にぜひお越しください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令 和 ７ 年 ７ 月 ７ 日 
（公財）横浜市緑の協会 管理課 
金 沢 区 総 務 課 

横 浜 市 記 者 発 表 資 料 

便利な駅近ビーチ ７月 12 日（土） 海開き・津波避難訓練を開催 

海の公園 海水浴場オープン 

津波 
フラッグ 

 

◆ 日 時  令和７年７月 12 日（土） ９:30～10:50 ※荒天中止 

          （８時 30分から９時 20 分は、ボランティア等によるビーチクリーンを実施） 

◆ 場 所  柴口休憩所前砂浜特設ステージほか 

◆ スケジュール  ※事前の申込みは不要です。直接会場にお越しください。 

時間 内容 場所 備考 

８：30～９：20 ビーチクリーン 特設ステージ前砂浜 海水浴場の清掃 

９：30～９：31 開会のことば 

特設ステージ 

司会から 

９：31～９：33 主催者あいさつ 横浜市緑の協会理事長 

９：33～９：35 海開き宣言 こどもバトンチーム、フラチーム 

９：35～９：50 バトン演技 こどもバトンチーム 

９：50～10：05 フラダンス フラチーム 

10：05～10：30 水難救助訓練 特設ステージ前砂浜 
ライフセーバーによる水難救助訓練、ドロ

ーンを使用した避難広報の説明及び実演 

10：30～10：50 津波避難訓練 
特設ステージ及び 

なぎさ広場ｸﾞﾗｳﾝﾄﾞ 

参加者全員で高台への避難体験（津波フ

ラッグ、ドローンによる避難広報） 

※当日の取材は、直接会場にお越しください。 

裏面あり 

 海開き式当日スケジュール 



 

 
 

１ 海の公園海水浴場の概要 

海の公園海水浴場は、長さ約１kmの広い砂浜と遠浅で波が穏やかな海水浴場で、小さなお子様で 

も安心してお楽しみいただけます。 

■ 開設期間 令和７年７月 12 日（土）～８月 31日（日） 

 ■ 開 設 時 間 ８：30 ～ 17：00 

 ■ 面 積 等 砂浜 80,000 ㎡ 遊泳区域 224,000 ㎡ 最大水深 3.5ｍ 

 ■ アクセス ◆所在地  横浜市金沢区海の公園 10番地 

◆電車の方 シーサイドライン「海の公園柴口駅」「海の公園南口駅」「八景島駅」

下車 

         ◆お車の方 横浜横須賀道路「並木 IC」、首都高速湾岸線「幸浦 IC」から約 2.5km 

駐車場 約 1,700台完備 

 ■ 設 備 等 休憩テント２か所、更衣所・水シャワー２か所、園内休憩所３か所、救護所２か所 

 ■ 安全対策 開設期間中、開設時間内はライフセーバーによる海浜監視、夜間は巡回警備を実

施します。 

   ■ 指定管理者 横浜市緑の協会・金沢臨海サービスグループ 

    ■ そ の 他 ８月 30日（土）は、「第 51回金沢まつり花火大会」が開催されます。大変混雑が

予想されますので、公共交通機関をご利用ください。 

 

２ 海開き式会場 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 

海開き式会場 

海の公園柴口駅 
海の公園南口駅 

八景島駅 

駐車場 

駐車場 

次頁あり 



 

 
 

３ 津波避難訓練 

津波避難訓練は、地震によって津波の発生が予

測される場合に、いち早く危険を知らせる「津波

警報伝達システム」による屋外スピーカーからの

訓練放送で実施します。 

ライフセーバーによる津波フラッグの誘導に

従い、高台への避難行動を体験するとともに、「ド

ローン」による避難広報も試行的に実施します。 

※ 津波避難訓練はどなたでもご参加いただけ

ます。 

 
「津波フラッグ」は津波警報等が発表されたことを視覚的に伝えるための旗です。 

「津波フラッグ」を用いることで、聴覚に障害をお持ちの方や、波音や風で音が聞き取り 

にくい遊泳中の方などにも津波警報等の発表をお知らせできます。 

また、日本ライフセービング協会協力のもと、ドローンによる避難広報のデモフライト 

を実施します。 

遊泳中の方々などに対し、安全な位置からより効果的な避難の呼びかけが期待できます。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

避難場所 

（海水浴場・海開き式・水難救助訓練に関すること） 

 (公財)横浜市緑の協会管理課長 伊藤 高志  Tel 045-228-9432 

（津波避難訓練に関すること）         金沢区総務課長 小柳 八之  Tel 045-788-7703 

（当日のお問合せ）              海の公園管理センター        Tel 045-701-3450 

お問合せ先 

津波フラッグ 


